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請願書「国保坂下病院の療養病床のみなら

ず一般病床を存続させることを求める請

願」 

紹  介  
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者

 

中津川市駒場１４９３－１４ 

坂下病院を守り、中津川市の医療をよくする会  

代表 古瀬 和寛 

付  託  

委 員 会  
文 教 民 生 委 員 会  

（署名者） １５，２３２人 

請願趣旨 

 国保坂下病院は中津川市の自治体病院として、住民の健康と命を守るかけがえ

のない役割を果たしています。 

 平成２８年１２月２１日、市長は国保坂下病院の入院機能を「療養病床」とし

て存続させるなどの意向表明を行いました。しかし、この方針では急性期や回復

期などの「一般病床」がなくなり、たとえば肺炎、骨折、白内障手術の術後の入

院などができない病院になってしまうと住民は大きな不安を抱いています。 

 また、方針通り平成３０年度までに約１００床の病床削減を行った場合、稼動

している病床数が市の推定している入院患者数以下になり、今後数年間にわたっ

て公立病院全体として病床が不足する事態も予想されます。このままでは、必要

な入院や在宅介護など市民全体の生活に大きな影響が及ぶのではないかと懸念さ

れます。 

 こうしたことから、国保坂下病院の急性期、回復期などの「一般病床」の存続

を強く求めます。住民に寄り添った地域医療体制の確立のための慎重な審議をお

願いします。 

 

請願内容 

 国保坂下病院の療養病床のみならず一般病床を存続させることを求めます。 

 

 


